
第 5 回

固有値分解 eigen decomposition

特異値分解 singular value decomposition

応用例

固有値と固有ベクトル
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根は重根も含めて最大 a 個（実数とは限らない）
固有ベクトルは定数倍を除いて一意に定まる

斉次方程式だからフルランクではいけない。
行列式が 0 となる。
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固有ベクトルは直交する。

Lambda は固有値を対角要素として持つ対角行列
P は各固有値に対応する固有ベクトルを横に並べたもの
q <= a

固有値は実数、固有ベクトルは直交

行列の対角化

この左から P’ を掛ける、。

固有値分解 全ての固有値と固有ベクトル
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Lambda は固有値を対角要素として持つ対角行列
P は各固有値に対応する固有ベクトルを横に並べたもの



正定値行列
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応用例
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制約の個数
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特異値分解 Singular Valuie Decomposition
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特異値分解
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行列の最小２乗近似
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